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研究課題別事後評価結果 
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３．事後評価結果 

〇評点： 

 

 

〇総合評価コメント：

 

本研究チームでは、アピカル複合体の機能と構造の協働を明らかにすることを目指し、前年度までに、

高解像度・長時間ライブイメージング法を確立し、この技術を用いて繊毛基部の基底小体（Basal body；

BB）の整列機構を解明するとともに、アピカル骨格系の自己組織化による多繊毛整列の数理モデルを構

築した。この成果をもとに、1 年追加支援期間では、複数チャンネルでのライブイメージング技術を開

発した。また、BB と付随構造である Basal foot（BF）をそれぞれ蛍光標識した、ダブルトランスジェ

ニックマウスを確立し、経時的な BBおよび BFの動態を可視化することに成功し、いずれの成果発表も

着実に行われた。 

本研究で得られたイメージング技術を基に、今後も数理科学の手法を用いて、数理モデルの活用から

新たな仮説の創出、それらを実験で実証する流れを活かした研究を精力的に行ってほしい。 
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